
















　　　負け犬にも成り上がれない

　※ネタバレを含むため、『千歳くんはラムネ瓶のなか ６』の本編読了後にお楽しみください。







　お盆最終日の夕方。

　俺こと山崎健太は、初めて訪れる家の前に立っていた。隣では、水篠がいつもどおりの涼しい顔をしている。

　昨日の夜、とつぜん「健太も付き合ってくれないか」と連絡がきたときは驚いた。

　水篠に頼みごとをされるなんて、これまでにはなかったからだ。

　だけど理由というか行き先を聞いて、少しだけ納得した。

　……なんて考えている俺をよそに、慣れた様子で玄関のインターホンに手を伸ばしかけた水篠が、思い直したようにスマホを取り出す。

　ディスプレイをタッチしてから耳に当て、そのまましばらく待つ。

　やがて相手が電話に出たようで、




「来ちゃった♡」




　水篠がわざとらしい声で言った。

　数秒の間が空き、しゃららっと、どこか乱暴にカーテンを引く音が響く。

　顔を上げると、浅野が二階の窓から途惑ったような表情で俺たちを見下ろしていた。

　あいさつをするようにひらりと手を上げながら、水篠が続ける。

「アイス買ってきたんだ。そのへんで食おうよ」

　なにが可笑しかったのか、浅野は気が抜けたようにへっと笑い、「おう」と口を動かした。







　そうして三人で、近くの河川敷に並んで腰を下ろす。

　なんとなく、自然な流れで俺が真ん中に座った。

　コンビニの袋から水篠はサクレと木のスプーンを、俺はジャイアントコーンを取り出してから浅野に渡す。

「おっ、チョコモナカジャンボ」

　聞き慣れた明るい声に、ちょっとだけほっとする。

「ちなみに浅野の分は水篠チョイス」

　俺が言うと、「さっすが」とうれしそうに包みをやぶった。

　なにを話すわけでもなく、しばらくはそのまま黙ってアイスを食べる。

　ときどき、水篠が顔をしかめてとんとんこめかみを叩いていた。

　やがて三人分のごみが袋の中に戻った頃。

　そろそろか、といった感じで水篠が口を開いた。

「あれから朔とは連絡とった？」

　浅野も心の準備はできていたのだろう。

「とってねえし、その気もねえよ」

　どこか突き放すように即答する。

「なんだ、まだふてくされてんの？」

　水篠は水篠で挑発するような言い方だ。

「どういう意味だよ」

　返す浅野の声に苛立ちが混じる。

「どうもなにも……」

　言いながら水篠は立ち上がって、ぱんぱんとお尻を払う。

　浅野を見下ろしながら、




「いつまでお子さまみたいな真似してるんだ、ってこと。

　いいかげん頭冷やしたら？」




　乾いた笑みを浮かべた。




「──てめえ和希っ！」




　浅野が立ち上がって水篠に詰め寄り、その胸ぐらを両手でぐいと乱暴に掴みながら、




「俺のほうが間違ってるって言うのかよ！　

　夕湖をあんなふうに泣かせた朔のほうが正しいってのかッッッ!!」




　聞いてるこっちまで胸が痛くなるような声で叫んだ。

　ふと、その表情を見る。

　口から出た言葉とは裏腹に、苦しそうで、歯がゆそうで、いまにも泣き出しそうで……。




「朔が正しいとは言い切れないけど」




　水篠は胸ぐらを掴まれたまま、それでも冷静に告げた。




「少なくとも海人は正しくないよ」




「──ッ」




　ふっと力が抜けた浅野の手を水篠が軽く払う。

　すらり細めた目で、ぴりりと睨みつけながら続けた。




「朔が一度でも夕湖を好きだって、自分が幸せにするって言った？　俺の女だからお前は身を引けって釘を刺してきた？」




「それ、は……」




　気圧されるように思わず後ずさった浅野を逃がさないと言わんばかりに。

　なあ海人、と水篠が一歩踏み出す。




「惚れた女の子の幸せを他の男に委ねたのは、戦う前から尻尾巻いて逃げ出したのは、スタートラインにさえ立とうとしなかったのは自分だろ」




　まるでお返しと言わんばかりに片手で浅野の胸ぐらを掴みあげて、




「──負け犬にさえなれなかった俺たちはっ、、、、、、、、、、、、、、、、、」




　これまでに聞いたことのないような声を張り上げた。

　しん、と束の間の静寂が三人を包む。

　らしくない水篠の態度に浅野がはっと息を呑み、俺は、あの日の帰り道に打ち明けられた話を思いだしていた。

　もしかして、いまのって……。

　思わず漏れた感情を恥じるように、水篠が浅野のＴシャツから手を離して背を向ける。




「あいつの選択にけちをつける資格なんてない。

　お前の身勝手な諦めを朔に押しつけるなよ」




　俺には、その言葉が。

　まるで自水分篠自身に向けられたもののように思えた。




「……っくしょう。

　わかってんだよ、んなことは」




　うつむきがちな浅野のつぶやきは。

　朱く染まる夕暮れの水面に、ぽちゃんと跳ねて沈んでいった。
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